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市内中小企業者のデジタル化による労働生産性向上・競争力強化を図るため、ＩｏＴ・ＡＩ・ロボ

ット等を活用するための事前検証や設備等導入の経費を補助します。 

 

１ 内 容 

◇対象者 

岡山市内に本社もしくは主要な事業所（工場・事務所・店舗等）がある中小企業者 

 ◇募集内容 

 （１）ＩｏＴ・ＡＩ・ロボット等活用のための事前検証を補助 

～ＩｏＴ・ＡＩ等先端技術導入支援補助金（導入コンサルティング・事前検証事業）～ 

補助率 １／２ 補助上限額 １５０万円 

 （２）ＩｏＴ・ＡＩ・ロボット等活用のための機械設備や装置、システム費用等を補助 

    ～ＩｏＴ・ＡＩ等先端技術導入支援補助金（検証済み先端技術導入事業 補充枠）～ 

       補助率 １／３ 補助上限額 １，０００万円 

 

２ 応募方法・期間 

  ◇応募方法 

    郵送又は持参 

  ◇初回募集期間 ※以下（１）（２）ともに必着 

 （１）導入コンサルティング・事前検証事業：令和７年６月１９日（木）１７時１５分まで 

   （２）検証済み先端技術導入事業 補充枠：令和７年６月２６日（木）１７時１５分まで 

  

３ その他 

 詳細は別紙にてご確認ください。 

 

 

令和７年度 IoT・AI 等先端技術導入支援補助金の 

募集を開始します！【最大１，０００万円】 

【問い合わせ先】                    
岡⼭市 産業振興課 髙村・三宅  直通086-803-1329 内線4523 
 



市内中小企業者のデジタル化による労働生産性向上・競争力強化を図るため、IoT設備導
入や工場のIoT化、ＡＩ技術の導入、ロボット活用による自動化等の取組に係る事前検証や
設備等導入の経費を補助します。

①検証補助

◆ 自社の労働生産性向上が見込まれるIoT・AI・ロボット等の先端技術を選ぶために、コン
サルティングの依頼や事前検証を行う取組

◆ 補助率１／２、補助上限額１５０万円

②導入補助

◆ 導入コンサルティングや事前検証を行った事業者が、労働生産性向上のために、選定
した先端技術を本格的に導入する取組。枠としては以下２種類
・一般枠：前年度に上記①の検証を行い、その内容をもとに導入する者
・補充枠：独自に検証作業等を実施し、一般枠と同等と認められる者

◆ 補助率１／３、補助上限額１，０００万円

（１）対象者 岡山市内に本社もしくは主要な事業所（工場・オフィス・店舗等）がある中小企業者。
※中小企業者の定義、その他条件等は募集案内や要綱、要領等をご確認ください。

（２）募集締切 【検証補助】１回目：R7.6.19 ２回目：R7.8.21 ３回目：９月以降毎月末（土日祝の場合は直前の平日）
【導入補助 一般枠】 R7.6.19
【導入補助 補充枠】１回目：R7.6.26 ２回目：８月以降偶数月の末日（土日祝の場合は直前の平日）
※２回目以降の募集は予算が残っている場合のみ実施します。

（３）応募方法 ホームページの募集案内や要綱、要領等にもとづいて、申請書等をご提出ください。
書類審査の上、参加事業者を決定します。

（４）本事業内容・応募書類（申込書等）
ＨＰ（https://www.city.okayama.jp/jigyosha/category/5-7-15-6-15-0-0-0-0-0.html ）よりご確認ください。
☆ページ遷移の方法：[ホーム] >[事業者情報事業を営んでいる方] >[岡山市の工業] >[ものづくり振興] >

>IoT・AI等先端技術導入支援事業
（５）応募書類提出先・問合せ先 〒７００−８５４４ 岡山市北区⼤供１−１−１

岡山市産業観光局 商工部 産業振興課 ものづくり振興係
ＴＥＬ：０８６−８０３−１３２９ Email：kougyoushinkou@city.okayama.lg.jp

検証補助

【対象者・募集期間・応募方法等】（事業名：IoT・AI等先端技術導入支援補助金）

〜ＩｏＴ・ＡＩ・ロボット等を活用する取組に補助⾦を⽀給〜

工作機械のネットワーク連携によるIoT化を一部の生産ラインで検証し、
残りの生産ラインに水平展開
（ネットワークインフラ構築費とシステム費を補助）

労働生産性
労働投入量

＄
付加価値額

（営業利益＋人件費＋減価償却費）

【補助対象経費】
(A)外注費・手数料・報酬費(B)機器・システム等購入費(C)賃借料・使用料・利用料(D)原材料費(E)運搬費
※対象の取組内容であれば幅広い経費が補助対象（内容によっては工作機械自体も対象）

詳細はこちら

導入補助(補充)

導入補助(一般)

金属加工における工程間をロボット導入により連結したことで加工時間の⼤幅な短縮を実現
（工程間の金属加工機の連結改造費を補助）

【補助金活用事例】
IoT

AI

ロボット
(RPA含)

作業自動化のネックとなっていた人による目視点検工程をAI画像センサーに
代替させる検証を行い、属人性の排除と生産性の向上を目指す
（検証に伴う試作機の開発費を補助）


